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●はじめに　
大韓民国（以下、韓国）では国
家を挙げて、北東アジアにおける国際物流ハブの構築 向けた取り組みを進めており 韓国の輸出入貨物の増加に対応するととも 、周辺国の積替え貨物（トランジット貨物）の取り込みが進んでいる。その結果、航空貨物におい は、仁川空港が世界第四位の貨物取扱高、大韓航空が世界第五位の輸送量（二〇一四年 を誇るまでに成長した。 国における半導体や携帯電話といったＩＴ関連の製造業は二〇〇〇年代から急成長し、製品の輸出とともに電子部品や半導体材料などの輸入が増加し 後、二〇〇〇年代後半 なる 東南アジアを中心とした海外生産の展開にともなう部 が増加た。航空ネットワーク 拡大はリードタイムを大きく短縮すること
??
? ??
?????????????
から、このような高付加価値商品のサプライチェーンの効率化に大きく貢献してきたと考えられる。以下、参考文献⑤に基づき、韓国における航空貨物と空港の現状について概観する。●韓国における航空貨物　
国際線と国内線の貨物取扱量
（純貨物、手荷物、郵便物の合計）の推移は、図１のよう 示され、二〇一五年は対前年比で、国際線で三・二％、国内線で一・六％と、それぞれ増加した。国際線においては、一貫して増加傾向がみられ特に一九九〇年代から急激な伸びがみられる。その後、アジア通貨危機（一九九七年） 、アメリカ同時多発テロ（二〇〇一年） 重症 性呼吸器症候群 （ＳＡＲＳ の流行 （二〇〇三年） 、リーマン ・ ショック（二〇〇八年）などを契機とした世界経済の低迷や航空需要の減少にともない、一時的な減少がみられる。一方、国内線においては、二〇〇〇年代初頭までは増加傾向がみられたが、全国的な高速道路の整備や二〇〇四 の韓 高速鉄道（K
orea T
rain E
xpress ：ＫＴＸ）
開通など陸上交通との競合により、国内線の航空路線 大幅に縮小さ
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図 1　航空貨物取扱量
（出所）参考文献③および④より筆者作成。
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れたことにともない、その後は一転して減少傾向がみられる。しかし、二〇〇〇年代後半になると、ＬＣＣ参入により済州島を中心した路線網拡大がみられ、航空貨物の減少にも歯止めがかかっている。　
航空会社については、大手航空
会社（
F
ull Service C
arrier ：ＦＳ
Ｃ）である大韓航空（一九六二年設立、一九六九年民営化） 、アシアナ航空（一九八八年設立 とともに、二〇〇〇年代後半になると格安航空会社（
L
ow
 C
ost C
arrier ：
ＬＣＣ）が数多く設立されている。貨物取扱量（二〇一五年）において、表１のよう 大韓 とアシアナ航空が、国内線、国際線とも
に大きなシェアを占めている一方、ＬＣＣは対前年比での増加率が高いことから、成長著しいことが分かる。なか 、国際貨物に特化したエア仁川（二〇一二 設立）のように、東アジアを中心に小型フレーターを運航している特徴的な会社もみられ　
フォワーダーについて、ＬＧや
三星など大手メーカーの系列会社や主要物流企業とともに、欧米系大手フォワーダーが上位にランクインしているものの、中小企業が主体となっている。●韓国における空港　
韓国国内には図２のように、一
五カ所の空港がある。空港の階層
図 2　空港立地と圏域
（出所）参考文献②より筆者作成。
表 1　航空会社別貨物取扱量（2015 年）
分類 会社名
国際線 国内線
総貨物（トン） 増減率（％） 総貨物（トン） 増減率（％）
FSC
大韓航空 1,514,637 2.1 125,199 -7.9 
アシアナ航空 810,630 0.0 67,333 -3.8 
LCC
エア釜山 26,323 98.9 21,801 0.8 
エア仁川 9,919 93.6 0 -
イースター航空 15,014 25.0 10,295 7.5 
済州航空 35,554 19.3 20,463 15.7 
ジンエア 21,953 48.9 30,369 76.2 
ティーウェイ航空 11,279 58.6 12,321 11.4 
外国航空会社 1,073,460 3.7 - -
合計※ 3,518,772 3.2 287,781 1.6 
（注）※会社別の数値を四捨五入しているため合計と一致しない。
（出所）参考文献③より筆者作成。
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構造として、中枢空港に仁川、地域中心空港として金浦、清州、務安、金海、済州の各空港が指定されている。仁川空港は仁川国際空港公社、それ以外の空港は韓国港公社が管理・運営している。地方部の空港は主に一九六〇～七〇年代前半にかけ 主要都市に整備された。二〇〇〇年代には襄陽と務安の両空 が新設され 近接する小規模な地方空港の統廃合が進められた。以下、主要 の概要をまとめる。・	 仁川空港：ソウル中心部から西方約五〇キロの仁川広域市沖合の永宗島に位置しており、北東アジアのハブ空港となるべく二〇〇一年に開設された。詳細は次節にて論じる。
・
	 金浦空港：ソウル特別市江西区に位置しており、長 韓国 おける空の玄関口とし 使用されており、ソウル都心部へ アクセスが強みとなっている。仁川空港の開港にともない国内線のみの運行となったも の、近距離主体 国際線 日本 中国台湾の三カ国六都市（二〇一四年一月）に就航している。また、ＬＣＣが短距離路線を中心に急激に需要を増加させ、高い搭乗
率を維持していることから、将来的にはＬＣＣの基幹空港としての成長が見込まれる。
・
	 済州空港：韓国最大の島である済州島に位置し、国内線において、旅客数、貨物取扱量ともに第一位の空港であり、国際線においても中国、日本、香港などへの路線が就航している。島嶼部という地理的条件により 空港の需要 継続的な増加が見込まれており、島内南部における新空港の計画策定が進められている。
・
	 金海空港：韓国第二の大都市である釜山広域市に位置し 金浦、済州への国内線とともに、東南アジア地域を含め多数の 際線が運航されている。二〇〇七年に国際線ターミナルが新設されたものの、二〇二〇年までに飽和状態となる見込みであることから、新空港 開設に向けた計画策定が進められている。
　
各空港の貨物取扱量（二〇一五
年）は、表２のように、国際線では仁川空港への一極集中が著しく、国内線では金浦空港と済州空港での取扱いが多い。地方空港においては、金海、大邱、務安 ように国際線、国内線ともに対前年比で
大きく増加している空港もあれば、襄陽のように大きく減少している空港もある。●仁川 のハブ空港戦略　
仁川空港には国際線が五四カ国
一九五都市、 貨物便（フレーター）が四三カ国、九〇都市（二〇一四年一月）に就航しており、韓国内の国際航空貨物における重量の約九八％、貿易額の約二二％を取り扱う韓国のゲートウェイである。韓国の輸出入貨物の他 、他空港
への積替をともなうトランジット貨物の誘致が戦略的に進められている。黄海を挟んで隣接する中国の存在が大きく、二〇〇六年の韓中航空自由化により中国発着のトランジット貨物の取扱量 急増し、翌年にはトランジット貨物の割合が五〇％に達したもの 、その後の米中航空自由化や中国・欧州間の直行便の増加等の影響により、二〇一四年には四四％程度まで減少している。また、仁川港と中国を結ぶフェリーを活用し、運賃
表 2　空港別貨物取扱量（2015 年）
空港名
国際線 国内線
総貨物（トン） 増減率（％） 総貨物（トン） 増減率（％）
仁川 3,321,716 2.7 9,034 -1.8 
金浦 75,679 -1.4 195,386 0.1 
金海 87,411 32.5 59,283 3.5 
済州 21,104 -8.2 257,614 2.1 
大邱 3,607 43.4 16,872 3.6 
光州 - - 15,796 2.8 
務安 2,064 31.8 614 260.5 
清州 5,995 14.8 13,806 10.1 
襄陽 1,183 -34.7 168 -70.6 
麗水 - - 1,993 -2.8 
蔚山 - - 2,601 3.2 
泗川 10 - 648 2.6 
浦項 - - 0 -
群山 - - 1,301 24.3 
原州 - - 444 -0.8 
合計 3,518,772 3.2 575,561 1.6 
（出所）参考文献①より筆者作成。
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低廉な海上輸送と高速な航空輸送のメリットを組み合わせた複合一貫輸送であるＳＥＡ＆ＡＩＲ輸送が利用されている。　
貨物関連の施設としては、貨物
ターミナル地区と空港物流団地から構成されており、ＰＦＩ（P
rivate F
inance Initiative ）によ
り民間事業者が整備されている。貨物施設のなかで最大規模を誇大韓航空第一ターミナルでは、冷蔵庫や高価値商品用倉庫など様々な貨物に対応した 備を備えるとともに、搬送や保管に関する自動化・省力化が進められている。空港物流団地は 流企業を主体とした第一期地区（二〇〇六年供用開始） 、製造業を主体とした第二期地区（二〇 二年供用開始）で構成されている。自由貿易地域（F
ree T
rade Z
one ：ＦＴＺ）に
指定されており、施設や原材料に対して関税や付加価値税の免除、賃貸料の減免、法人税などなどの優遇措置が取られているとともに、自由貿易協定（
F
ree T
rade 
A
greem
ent ：ＦＴＡ）を活用し
た特恵関税 よるコスト削減効果も期待されている。ハブ空港としての成長を持続させるために、新規就航や増便、深夜便の就航に対
する着陸料などの減免とともに、近年の航空貨物市場の低迷に対応し、貨物便の着陸料やＦＴＺ賃貸料のさらなる減免など、貨物の誘致に向けたインセンティブを設けている。　
そして現在、第三段階建設工事
が二〇一七年の完成を目指して進められている。この工事は大韓空が使用予定であ 第二旅客ターミナルの整備が大きな目玉として進められており、貨物関係では駐機場の増設とともに、エクスプレス貨物を中心とした第二 ターミナル地区などの整備が行われいる。また、二〇二〇年よ ＫＴＸによる鉄道 輸送が予定されており、半導体や携帯電話、医薬品などの製造業が集積する亀尾や大邱などの内陸都市と仁川空港との間を最高時速三〇〇キロ、約一四〇分で結ぶ予定であ 。●航空貨物・空港整備に関す
る政策展開
　
韓国における航空、空港に関す
る行政は、国土交通部（二〇一三年までは国土海洋部）が担当している。物流 策については、 「国家物流基本計画」 お 、航空貨物業界を含めた物流産業の育成
とグローバル化の支援、航空物流におけるインフラの効率的構築と活用、情報化・技術開発など物流政策がまとめられているとともに国際物流拠点の確保と運営活性化、国際輸送網拡大のための積極的展開、国際物流業界のグローバル成長能力の確保など 掲げられている。　
航空政策については、 「航空政
策基本計画」において、航空貨物に関連して新規航空貨物の創出、空港物流団地活性化および施設拡充、航空物流統合プラットフォームの構築、首都圏空港の競争 強化、需要に見合った地方空港インフラの拡充などが掲げられ いる。そして、空港整備については、五年ごとに策定される下位計画である「空港開発中長期総合計画」において、航空輸送環境の変化と展望、航空需要予測、空港開発の政策構想、圏域別の空港開発計画、投資計画および財源調達方案などを含む計画が提示されている。さらに、短期的な航空貨物の活性化政策については、民間企業と共同して検討されており、国際航空貨物や空港整備 関する政府に戦略的な政策展開が行われている
といえよう。（わたなべ
　
だいすけ／東京海洋
大学准教授）《参考文献》①
 韓国空港公社『航空統計：空港別統計』 （
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 韓国国土交通部 『航空市場動向四三号、二〇一六年一月。
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⑤
 渡部大輔「韓国における航空貨物と空港の現状」 （池上寬編『アジアの空港と航空物流』アジア経済研究所、二〇 五年） 。
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